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プラズマ対流速度の磁気圏電離圏結合シミュレーションから得られる計算値と Su-
perDARNHFレーダーデータから得られる観測値の比較
Comparing the ionospheric plasma drift obtained from the global MHD simulation and
that measured by SuperDARN radars
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グローバル電磁流体力学的（MHD）シミュレーション（Tanaka et al., 2010）による太陽風の変動に対する地球磁気圏
や電離圏の応答を調べる研究は発展を続けており、太陽風から取り込まれた磁気圏のエネルギーが突然開放されるサブ
ストームと呼ばれる現象を再現し、そのときの地球磁気圏のダイナミクスを議論できる程度にまで成長してきた。
磁気圏-電離圏相互作用過程は現在も十分に解明されていないために、シミュレーションモデルにおける磁気圏と電離

圏の境界における関係式にはいくつか任意に決定されている係数がある。これらの係数の値によって、オーロラ発生時
の磁気圏や電離圏における物理量分布は変化する。
本研究の最終的な目的はデータ同化手法を用いて最適な組み合わせの係数を推定することである。磁気圏モデルの内

部境界における関係式から、磁気圏から入力される沿磁力線電流や、プラズマ圧などの電離圏電気伝導度への寄与を変
えると、磁気圏にフィードバックされる沿磁力線電流やポテンシャルが変化し、最終的には磁気圏・電離圏の対流構造
も大きく変わってくることが予想される。
本発表では衛星 ACEによって観測された太陽風パラメータを入力してシミュレーションを実行して得た電離圏のプラ

ズマ対流速度と SuperDARNレーダーで観測されたプラズマ対流速度の比較を行う。また、シミュレーションでは再現さ
れなかったプラズマ対流構造を紹介し、太陽風中の磁場が南を向いて磁気圏・電離圏対流が活発な状態における磁気圏-
電離圏結合過程におけるシミュレーションモデルの関係式の改良とモデルパラメータの最適値推定について考察する。
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